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弾道ミサイル発射に係る対応について

                                                            山梨県小中体連弓道専門部

　本マニュアルは、山梨県小中学校体育連盟（以下「県小中体連」とする）が主催する弓道大会における弾道ミサイル発射に係る対応に関する事柄をまとめ、危機管理の指針として提示するものである。


１．Ｊアラートを活用した緊急情報が発信された場合の行動例
【大会前】
　　　○大会前（自宅出発前）に発信された場合→選手・役員等は大会会場に向かわず，避難し安全を確保する。
　　　○自宅出発から移動中に発信された場合→選手・役員は安全な場所に避難する。自動車の車内にいる時は，車を止めて頑丈な建物や地下街などに避難する。
　　  ○安全が確認されない場合→自宅等，建物の中か地下で避難を続け，情報収集に努める。
【大会中】
＜屋外にいる場合の行動例＞
　　　○近くの建物の中や地下などに避難する。
　　　○近くの適当な建物がない場合は，物陰に身を隠すか地面に伏せ，頭部を守る。
＜屋内にいる場合の行動例＞
　　　○できるだけ窓から離れ，できれば窓のない部屋へ移動する。

２．ミサイルが着弾した場合の行動例
　【近くにミサイルが着弾した場合】
　　＜屋外にいる場合の行動例＞
　　　○口と鼻をハンカチで覆いながら，現場から直ちに離れ密閉性の高い屋内の部屋または風上に避難する。
　　＜屋内にいる場合の行動例＞
○換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。
　
◎テレビ・ラジオ・インターネット等を通して，情報収集に努め，行政からの指示があればそれに従って，落ち着いて行動する。

３．大会開催及び大会再開の判断
　　　○完全に安全が確保されたことを確認し，大会開催と再会の判断を行う。その際，県小中体連事務局と必ず連絡を取る。


参考資料
・「Ｊアラートの概要」　　　　　　消防庁ホームページ
・「弾道ミサイル落下時の行動」　　内閣官房国民保護ポータルサイト






